
15:45開場
16:00開演

広島市 東区民文化センター スタジオ１
2022年 4月30日  土

program

一　般
中 ・高校生

小学生
ペア券

一　般
中 ・高校生

小学生
ペア券

2,000 円 
1,000 円 
　 500 円 
3,600 円 

2,000 円 
1,000 円 
　 500 円 
3,600 円 

※ 中 ・高校生 団体割引 （10名以上、 予約のみ ）
    各人900円（アンサンブル ・ アッカ事務局へ
    直接お申し込みください）

※ 中 ・高校生 団体割引 （10名以上、 予約のみ ）
    各人900円（アンサンブル ・ アッカ事務局へ
    直接お申し込みください）

※ 未就学児のご入場はご遠慮ください。※ 未就学児のご入場はご遠慮ください。

主催：Ensemble H[ákka]
助成：公益財団法人広島市文化財団文化活動助成事業
後援：広島市　広島市教育委員会　広島県　広島県教育委員会
　　　広島大学大学院人間社会科学研究科音楽文化教育学領域
　　　エリザベト音楽大学　 広島文化学園大学

〔アンサンブル･アッカ事務局〕
Tel 090-9508-0047（宮本）
Tel 090-9733-6674（三島）
E-mail ensembleakka@gmail.com 

【入場料】【入場料】

助川 敏弥（原 民喜/詩） / 永遠のみどり
武満 徹（徳永 崇/編曲） / ヒロシマという名の少年

外山 雄三（ナーズム・ヒクメット/詩、藤井康生/編曲） / 死んだ女の子
佐藤 勝（松山 善三/詩、望月ありさ/編曲） / 一本の鉛筆

Fabio LUPPI / Preface (for Hiroshima) for soprano, violin and piano（公募作品）
加藤 新平 / Re-construction（公募作品）

顧 昊倫 / 遠笛（公募作品）
紺野 鷹生 / 伝承（公募作品）

旭井 翔一 / 希望希望希望希望希望希望希望希望希望希望希望希望希望希望希望希望
希望希望希望希望希望希望希望希望（公募作品） 

久留智之/スキップ・ゲーム～不特定アンサンブルのための （ákka版）～（新作）
（都合により曲目は変更する場合がございます、ご了承ください）

【ご予約】
■全席指定席 : 電子メール、またはお電話にてご予約ください。
　※ご予約は３月１日 (火 ) より承ります。
　　指定席の座席位置は事務局で決定させていただきます。
　　当日席は 14時 30分より販売開始いたします。
　　尚、予約席が売り切れた場合、当日席は販売いたしません。予めご了承ください。
　メールアドレス：ensembleakka@gmail . com
　電話番号：090-9508-0047（宮本）　 090-9733-6674（三島）

【ご予約】
■全席指定席 : 電子メール、またはお電話にてご予約ください。
　※ご予約は３月１日 (火 ) より承ります。
　　指定席の座席位置は事務局で決定させていただきます。
　　当日席は 14時 30分より販売開始いたします。
　　尚、予約席が売り切れた場合、当日席は販売いたしません。予めご了承ください。
　メールアドレス：ensembleakka@gmail . com
　電話番号：090-9508-0047（宮本）　 090-9733-6674（三島）

【お問い合わせ】

～ 広島と音楽 ～

アンサンブル･アッカ 第20回定期公演アンサンブル･アッカ 第20回定期公演
アンサンブル･アッカ創立20周年記念

「ヒロシマと音楽の現在」
＜14:30~15:15＞

トークセッション
＜15:15~15:45＞



【アンサンブル・アッカについて】
Ensemble H[akka]（アンサンブル・アッカ）は、モダンアートを通じ
て、演奏会の新しい形態や、観客とのコミュニケーション、さらには音楽
そのものについての根源的な問いかけをしていこうと、2000 年に結成
された団体です。芸術顧問の作曲家、久留智之を中心に、地域で活躍する
意欲と才能のある若手作曲家、演奏家と、それを側面からフォローするス
タッフメンバーによって企画、運営しています。 「アッカ」とは、アルファ
ベット H をラテン語で発音したもの。『Hiroshima から世界へ、【新しい
息吹】を発信してゆきたい』という思いが込められています。　　　
HP   https://ensembleakka.wixsite.com/akka
Facebook page https://www.facebook.com/ensembleakka

宮本美佐穂（Flute）　 齊藤陽子（Oboe）　 中林康子 (Clarinet)　 三島明子（Trumpet）
正田律子（Euphonium）　 藤岡敬己（Percussion）　 堀江麻紀（Piano）　 桐原祐子（Piano）
鹿取裕美子（Piano）　 須藤千晶 (Piano)　宮崎真理子（Violin）　 藤井康生（Guitar）
秋津智子（Soprano）　菊田健司（Manager）　 徳永崇（作曲・代表）　  久留智之（作曲・芸術顧問）

≪会場アクセス≫
　広島市東区民文化センター（〒732-0055 広島市東区東蟹屋町 10-31）

●JR 広島駅新幹線口より徒歩東へ約 900メートル
●東区役所 /区民文化センター前バス停下車道路向かい
●愛宕町バス停下車 400メートル
●駐車場 40台　　※ご来館にはできるだけ公共の交通機関をご利用ください。
●交通機関のご案内
　<広電バス>
　　・県庁～府中線（2-1 ～ 2-7 番表示）、東区役所前バス停下車
　　・広島駅（南口A4ホーム）～牛田早稲田線（5番表示）、東区役所前バス停下車
　<広島バス>
　　・紙屋町県庁前～戸坂東浄団地（中山線 27番表示）、愛宕町バス停下車
　　・広島バスセンター～上温品・小河原車庫（深川線 29番表示）、愛宕町バス停下車

■広島と音楽
　広島と長崎への原爆投下から75年目にあたる2020年は、アンサンブル・アッカにとって結成20周年という大きな節目でした。これまで、
モダン・ピースを通して様々な試みを行ってきた本団体は、この年に「広島と音楽」をテーマとした定期演奏会を開催する予定でした。しか
し、世界中に猛威を振るう新型コロナウィルスの感染拡大により、2020年度の公演実施の断念を余儀なくされました。そして2022年4月、
いまだに様々な制約が残る中、ようやく定期演奏会を実施する運びとなりました。
　「広島と音楽」は、広島の「今」を表現しようとするアッカにとって最も根源的であり、かつ責任のあるテーマです。そこで、学術的な考証を
深めるため、「ヒロシマと音楽」委員会委員長・能登原由美氏のご協力の下、選曲やプログラム構成を行いました。併せて、公演に先立つ基調
講演において、この分野における最新の知見についてご紹介頂きます。さらに今回は、「広島と音楽」をテーマに国際公募した5作品と、顧問
の久留智之の新作を披露いたします。広島からいかなる音楽が生まれ、語り継がれてきたのか、そして今何が生まれようとしているのか、
多くの方々と共に感じ、考える機会となれば幸いです。

アンサンブル・アッカ代表：徳永 崇　

■新型コロナウィルス感染防止対策について
●   感染状況によっては、公演内容を変更、あるいは開催を中止させて頂く場合があります。ご来場前に必ずアンサンブル・アッカ公式  
Facebook等にてご確認ください。
●   発熱や咳・咽頭痛などの症状がある方や、２週間以内に感染拡大している地域や国への訪問歴がある方は入場できません。
●   入場の際は、マスクの着用と手指の消毒にご協力願います。また、会場内では人との距離を確保し、会話は控えめにして頂き、大声で
のご声援はご遠慮願います。
●   「広島市主催のイベント等の開催に関する基本方針」を踏まえ、ご来場者のお名前と連絡先をアンケート用紙等により把握させて頂き
ます。万が一ご来場された方に新型コロナウィルス感染者が発生した場合には、保健所等の公的機関へ、ご来場者様のお名前、連絡先を
開示させて頂きますことをご了承ください。

招聘講演者／能登原由美 プロフィール
広島大学大学院教育学研究科博士課程後期修了。学術博士。専門は西洋音楽史。「ヒロシマ」に関連する楽曲の調査・研究を行うほか、
コンサートの企画・開催も行う。著書に『「ヒロシマ」が鳴り響くとき』（春秋社、2015年）、『ヒロシマと音楽』（共著、汐文社、2006年）の他、
『広島市被爆 70 年史』（広島市、2018 年）では音楽分野を担当。また、音楽批評・評論も手掛け、『音楽現代』、『音楽の友』、『メルキュール・
デザール』各誌において毎月執筆。現在、「ヒロシマと音楽」委員会委員長、音楽クリティッククラブ会員、大阪音楽大学非常勤講師
などを務める。
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